
12月10(金)は「人権デー」、12月4日(土)から12月10日(金)は「人権週間」

です。

セブン＆アイ・HLDGS.では、社員が人権について考える機会として毎年

「7&iHLDGS. 人権啓発標語募集」を行っています。31回目となる今年は

イトーヨーカ堂の社員、社員のご家族の方々5,370名から7,196点の作品が

寄せられました。

私は、多様化する社会の中で、例えば仕事上で必要なコミュニケーションでも

伝え方一つでプラスにもマイナスにも成り得るということをシンプルに表現したいと

思い、「考えよう この一言の 副反応」という標語を応募しました。

人権は誰にとっても大切なものであり、思いやりの心によって尊重されなければ

ならないものです。すべての人の人権について理解し、尊重していけるよう、

グループの社員全員で人権について考えていきます。
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イトーヨーカ堂から7,196点の人権啓発標語が寄せられました

第31回7&iHLDGS. 人権啓発標語募集を実施

イトーヨーカドー 加古川店
衣料雑貨部ﾏﾈｼﾞｬｰ 脇村 真司さん

セブン＆アイ・ホールディングスHP：人権方針
https://www.7andi.com/sustainability/policy/human_rights.html
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